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趣
意
書

合
掌
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
一
月
八

日
、
法
人
創
立
満
七
十
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
大
東
亜
戦
争
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
、
谷
口
雅
春
先
生
は
、
戦

後
復
刊
第
一
号
の
『
生
長
の
家
』
誌
に
「
爰
に
吾
等
は
生
長
の
家
社
会
事
業
団
を
設
立
し
、

こ
こ

生
長
の
家
誌
友
の
協
力
を
得
て
日
本
救
国
の
一
大
運
動
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
。
」
と
の

き

宣
言
と
と
も
に
十
項
目
に
わ
た
る
日
本
救
国
・
世
界
救
済
の
大
構
想
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
戦
後
の
生
長
の
家
人
類
光
明
化
運
動
の
発
進
宣
言
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
日
本
国
実
相
顕
現
を
熱
祷
さ
れ
た
谷
口
雅
春
先
生
が
、
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
た
幾
多

の
国
民
運
動
の
原
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
、
政
治
結
社
『
全
国
精
神
主
義
聯
盟
』
の
創
立
（
注
、
綱
領
案
に
天
皇
国
護
持
明
記
）

れ
ん
め
い

二
、
理
想
農
場
の
経
営

三
、
生
長
の
家
家
庭
光
明
寮
の
再
開

四
、
小
学
校
、
中
学
校
、
女
学
校
、
大
学
等
、
総
合
学
園
の
設
立

五
、
戦
災
そ
の
他
の
事
情
に
よ
る
父
母
な
き
幼
児
の
保
育
園
及
び
一
般
幼
稚
園
の
経
営

六
、
図
書
館
の
設
立

七
、
無
料
診
療
所
の
開
設

八
、
万
国
宗
教
親
善
協
会
の
設
立

九
、
欧
米
科
学
文
献
及
び
文
学
書
類
の
翻
訳

十
、
社
会
経
済
研
究
所
の
設
立

ま
た
特
筆
す
べ
き
は
谷
口
雅
春
先
生
は
、
法
人
創
立
に
あ
た
り
生
長
の
家
大
神
か
ら
天

降
っ
た
神
示
、
聖
経
（
甘
露
の
法
雨
・
天
使
の
言
葉
・
続
々
甘
露
の
法
雨
・
日
々
読
誦
三

十
誦
経
・
聖
使
命
菩
薩
讃
偈
等
）
、
『
生
命
の
實
相
』
、
『
眞
理
』
、
『
大
日
本
神
国
観
』
、
『
青

年
の
書
』
、
『
人
生
読
本
』
等
の
生
長
の
家
の
教
義
の
真
髄
に
あ
た
る
基
本
聖
典
・
聖
経
の

著
作
権
を
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
永
続
的
基
盤
と
な
る
基
本
資
産
と
し
て
ご
寄
附
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

法
人
創
立
後
、
谷
口
雅
春
先
生
は
御
自
ら
初
代
理
事
長
に
ご
就
任
さ
れ
、
ま
た
谷
口
輝

子
先
生
も
副
理
事
長
に
ご
就
任
さ
れ
て
、
ま
さ
に
戦
後
復
興
・
祖
国
再
建
の
礎
と
な
る
べ

く
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
あ
た
か
も
連
合
国
軍
に
よ
る
苛
烈
な
占
領
政
策
下
に
お
い
て
谷
口

雅
春
先
生
は
公
職
追
放
に
遭
わ
れ
、
誠
に
残
念
な
こ
と
な
が
ら
右
の
十
項
目
に
わ
た
る
大

構
想
を
全
面
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
陥
り
ま
し
た
が
、
戦
災
孤
児
の
収
容

を
嚆
矢
と
す
る
児
童
養
護
施
設
生
長
の
家
神
の
国
寮
の
運
営
や
台
湾
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
拠
点
で
の
聖
典
・
聖
経
の
翻
訳
出
版
の
支
援
事
業
等
を
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中
心
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
、
創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
が
御
昇
天
さ
れ
て
は
や
三
十
年
、
先
生
の
御
謦
咳
に
接

し
た
方
々
も
次
第
に
少
な
く
な
る
中
、
谷
口
雅
春
先
生
の
偉
大
な
る
御
事
績
と
御
教
え
を

正
し
く
純
粋
に
歪
み
無
く
後
世
に
伝
え
、
谷
口
雅
春
先
生
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
、
私
ど

も
は
法
人
創
立
に
あ
た
っ
て
示
さ
れ
た
尊
師
谷
口
雅
春
先
生
の
切
な
る
御
悲
願
に
あ
ら
た

め
て
回
帰
し
、
谷
口
雅
春
先
生
よ
り
託
さ
れ
た
聖
な
る
使
命
実
現
の
た
め
に
、
以
下
に
掲

げ
る
五
つ
の
「
法
人
創
立
七
十
年
記
念
事
業
」
に
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
致
し
ま
し
た
。

第
一
の
事
業

著
作
権
の
護
持
と
聖
典
・
聖
経
の
刊
行

創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
か
ら
当
法
人
の
基
本
財
産
（
不
可
欠
特
定
財
産
）
と
し
て
託
さ

れ
た
『
生
命
の
實
相
』
、『
眞
理
』
、『
聖
経
甘
露
の
法
雨
』
等
は
、
人
間
神
の
子
、
罪
無
し
、

病
無
し
の
根
本
真
理
に
よ
っ
て
数
多
の
人
々
を
人
生
苦
・
病
苦
等
の
桎
梏
か
ら
解
放
し
て

き
た
福
音
で
あ
り
、
ま
さ
に
釈
迦
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
完
成
す
る
人
類
の
至
宝
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
谷
口
雅
春
先
生
が
お
説
き
下
さ
っ
た
御
教
え
が
未
来
永
劫
に
正
し
く
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
聖
典
・
聖
経
の
著
作
権
を
断
固
と
し
て
守
り
抜
き
、
新
編
生
命
の

實
相
、
聖
経
一
切
経
を
は
じ
め
と
す
る
聖
典
・
聖
経
を
日
本
国
内
に
お
い
て
永
続
的
に
陸

続
と
刊
行
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
盤
石
な
体
制
を
整
え
ま
す
。

更
に
、
海
外
各
国
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
聖
典
・
聖
経
を
翻
訳
出
版
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
、
谷
口
雅
春
先
生
の
世
界
救
済
の
御
悲
願
実
現
に
向
け
て
前
進
し
ま
す
。

第
二
の
事
業

「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
」
の
拡
大
充
実
と

真
理
の
燈
台
と
し
て
の
図
書
資
料
館
分
館
の
全
都
道
府
県
で
の
設
置

現
在
、
東
京
都
国
立
市
に
設
置
し
て
い
る
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
」
の
一

層
の
拡
大
充
実
を
図
り
、
谷
口
雅
春
先
生
の
す
べ
て
の
著
作
物
を
含
む
図
書
資
料
・
音
声

・
映
像
等
を
収
集
整
理
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
神
誌
を
含
む
谷
口
雅
春
先
生

の
御
生
涯
に
わ
た
る
す
べ
て
の
御
文
章
を
拝
読
す
る
こ
と
が
出
来
、
谷
口
雅
春
先
生
の
貴

重
な
音
声
・
映
像
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
図
書
館
へ
の
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

更
に
、
全
国
各
都
道
府
県
に
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
分
館
」
の
設
置
を
目

指
し
、
各
地
域
に
お
い
て
国
家
と
人
々
を
救
う
真
理
の
燈
台
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
ま

す
。

第
三
の
事
業

日
本
一
の
「
児
童
養
護
施
設
生
長
の
家
神
の
国
寮
」
の
実
現
と

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
「
青
少
年
練
成
会
」
の
開
催

谷
口
雅
春
先
生
は
昭
和
二
十
年
九
月
、
当
時
巷
に
溢
れ
て
い
た
戦
災
孤
児
を
保
護
養
育

す
る
た
め
の
施
設
を
東
京
都
港
区
赤
坂
に
設
置
さ
れ
、
草
創
期
に
は
卒
業
し
て
就
職
す
る

児
童
か
ら
谷
口
雅
春
先
生
が
親
代
わ
り
に
挨
拶
を
受
け
ら
れ
た
り
、
谷
口
輝
子
先
生
も
ク

リ
ス
マ
ス
会
等
に
再
三
慰
問
さ
れ
る
な
ど
孤
児
の
養
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
爾
来
七
十
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年
間
に
わ
た
っ
て
児
童
養
護
施
設
生
長
の
家
神
の
国
寮
（
現
在
は
東
京
都
国
立
市
に
所
在
）

と
し
て
数
千
人
に
及
ぶ
児
童
の
養
護
・
養
育
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
、
連
日

の
よ
う
な
悲
惨
な
虐
待
事
件
の
報
道
に
心
を
痛
め
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
虐
待
等

に
よ
り
心
身
に
重
篤
な
障
が
い
を
受
け
て
入
所
し
た
子
ど
も
達
が
、
幸
せ
な
人
生
を
歩
み

直
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
人
間
神
の
子
の
神
性
・
仏
性
を
拝
み
引
き
出
す
「
生
命
の

教
育
」
と
「
日
本
的
養
護
・
養
育
」
を
実
践
す
る
日
本
一
の
児
童
養
護
施
設
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
と
し
て
、
尊
師
谷
口
雅
春
先
生
の
御
教
え
を
次
世
代

の
世
界
と
日
本
の
柱
と
な
る
青
少
年
に
伝
え
る
「
青
少
年
練
成
会
」
を
全
国
各
地
で
開
催

す
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
次
代
を
支
え
る
青
少
年
を
生
み
出
し
ま
す
。

第
四
の
事
業

尊
師
の
御
教
え
を
正
し
く
純
粋
に
学
び
伝
え
る
「
生
長
の
家
教
義
研

修
講
座
」
の
開
催
と
講
師
養
成

創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
の
偉
大
な
る
御
教
え
を
正
し
く
純
粋
に
深
く
学
ぶ
場
と
し
て
「
生

長
の
家
教
義
研
修
講
座
」
を
全
国
各
地
で
開
催
し
、
尊
師
の
御
教
え
を
永
遠
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
研
修
講
座
の
全
課
程
を
修
了
し
た
方
々
の
う
ち
希
望
者
に
は
、
御
教

え
の
奥
義
を
学
び
語
る
講
師
と
し
て
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
講
師
」
の
称
号
を
授
与
し
、

谷
口
雅
春
先
生
の
日
本
救
国
・
世
界
救
済
の
御
悲
願
実
現
に
協
賛
・
邁
進
す
る
団
体
と
の

共
催
行
事
や
後
援
行
事
等
へ
の
講
師
派
遣
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

第
五
の
事
業

谷
口
雅
春
先
生
の
正
し
い
み
教
え
を
伝
え
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
「
谷
口
雅
春
先
生
報
恩
・
全
国
練
成
道
場
」
の
創

建
及
び
将
来
の
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
館
」
建
設
に
向
け
て

当
法
人
創
立
者
谷
口
雅
春
先
生
の
正
し
い
み
教
え
を
伝
え
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
「
谷
口
雅
春
先
生
報
恩
・
全
国
練
成
道
場
」
を
創
建
（
既
存
建
物
改
装
）
し

ま
す
。

「
谷
口
雅
春
先
生
報
恩
・
全
国
練
成
道
場
」
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
公
益
目
的
事
業

と
し
て
実
施
し
て
き
た
定
款
第
４
条
第
１
項
第
２
号
ロ
に
掲
げ
る
精
神
文
化
振
興
事
業
の

各
行
事
（
講
演
会
、
座
談
会
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
物
故
者
慰
霊
行
事
等
）
を
総
合

的
に
実
施
す
る
行
事
で
あ
る
「
練
成
会
」
・
「
見
真
会
」
等
を
定
期
的
・
継
続
的
に
開
催
す

る
と
と
も
に
、
「
講
師
研
修
会
」
等
を
随
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
改
装
後
の
同
建
物
に
お
い
て
は
、
従
来
と
同
様
、
健
全
育
成
事
業
（
児
童
養
護

施
設
の
設
置
運
営
事
業
及
び
地
域
子
育
て
支
援
事
業
を
含
む
。
）
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

更
に
、
将
来
的
に
は
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
」
を
発
展
的
に
拡
充
さ
せ
、

谷
口
雅
春
先
生
の
偉
大
な
御
事
績
を
未
来
永
劫
に
伝
え
、
谷
口
雅
春
先
生
の
息
吹
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
温
故
資
料
館
と
し
て
の
機
能
と
、
更
に
青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
の
研
修
機
能
を
併
せ
持
つ
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
館
」
の
創
設
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。
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谷
口
雅
春
先
生
は
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
九
日
、
「
生
長
の
家
全
国
代
表
者
会
議
」

の
ご
結
語
で
次
の
よ
う
に
お
説
き
下
さ
い
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
が
救
世
主
な
ん
だ
。
僕
一
人
が
叫
ん
で
み
て
も
仕
方
が
な
い
。
皆
さ
ん
が

谷
口
雅
春
で
、
皆
さ
ん
が
救
世
主
で
、
そ
し
て
人
類
を
滅
亡
か
ら
救
う
役
割
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
の
が
皆
さ
ん
で
あ
る
。
」

心
を
澄
ま
せ
ば
今
も
谷
口
雅
春
先
生
の
切
々
た
る
お
声
が
耳
朶
に
響
い
て
ま
い
り
ま
す
。

私
共
は
、
か
か
る
尊
師
の
聖
な
る
信
託
に
お
応
え
す
べ
く
、
法
人
創
立
七
十
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、
谷
口
雅
春
先
生
の
御
事
績
を
永
遠
に
後
世
に
伝
え
る
事
業
を
成
し
遂
げ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
以
上
の
趣
旨
を
御
理
解
下
さ
り
、
何
卒
、
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
創
立

七
十
年
記
念
事
業
」
へ
の
絶
大
な
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
創
立
七
十
年
記
念
事
業
奉
讃
募
金
」
要
項

一
、
募
金
方
法

募
金
は
次
の
二
つ
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
（
併
用
も
可
能
で
す
）

①
一
括
献
資

一
口
三
十
三
万
円
を
一
括
し
て
ご
献
資
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
又
、
可
能
な
方
は
、

三
口
百
万
円
の
ご
献
資
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
分
割
で
の
ご
献
資
も
可
能
で

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

②
年
払
い
献
資

生
長
の
家
社
会
事
業
団
を
永
き
に
わ
た
り
支
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
一
回
、

年
払
い
で
ご
献
資
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
金
額
は
次
の
い
ず
れ
か
で
す
。

Ａ

賛
助
会
費

年
額

一
万
五
千
円

Ｂ

護
持
会
費

年
額

三
万
円

Ｃ

特
別
会
費

年
額

五
万
円
以
上

二
、
振
込
先

①
郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
場
合

口
座
記
号
番
号

０
０
１
４
０
―
１
―
６
５
７
６
５
７

加
入
者
名

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団

（
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、
送
金
料
無
料
の
郵
便
振
替
払
込
用
紙
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
郵
便
局
備
付
け
の
払
込
用
紙
も
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
必
ず
通
信
欄
に
「
記
念
事
業
」
と
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
）

②
銀
行
を
ご
利
用
の
場
合

三
井
住
友
銀
行

国
立
支
店

く
に
た
ち

普
通
預
金
口
座

０
９
２
１
５
４
４

名
義

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団

（
銀
行
振
込
で
ご
送
金
の
場
合
は
、
入
金
内
容
の
確
認
及
び
受
領
証
明
書
等
の
お

届
け
の
た
め
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
、
郵
便
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
、
ご
住
所
・
ご

氏
名
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
）

三
、
事
務
取
扱
及
び
連
絡
先

〒
一
八
六
ー
〇
〇
〇
三

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
丁
目
三
十
九
番
地
の
一

生
長
の
家
社
会
事
業
団
創
立
七
十
年
記
念
事
業
事
務
局

（
理
事
長

久
保
文
剛
、
推
進
担
当
理
事

國
弘
昭
義
、
会
計
担
当
理
事

岡
村
佳
明
）

電
話

（
〇
四
二
）
五
七
二
ー
八
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
四
二
）
五
七
三
ー
八
七
七
〇
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※
注
一

税
務
上
の
恩
典
に
つ
い
て

本
募
金
へ
の
ご
寄
附
は
、
国
家
公
共
に
貢
献
す
る
寄
附
金
で
す
の
で
、
所
得
税
法
及
び
法
人
税
法
に

規
定
す
る
「
特
定
公
益
増
進
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
寄
附
金
」
と
し
て
、
所
得

税
又
は
法
人
税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
年
の
確
定
申
告
時
前
に
、
控
除
の
ご
申
告
に
必
要
な
「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
条
例
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
寄
附
者
が
東
京
都
民
の
場
合
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
際
に
、
都
住
民
税
の
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
注
二

募
金
の
適
正
な
執
行
と
ご
報
告
に
つ
い
て

本
募
金
へ
の
ご
寄
附
は
、
本
趣
意
書
及
び
募
金
要
項
に
よ
り
、
明
確
に
使
途
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
「
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
第
二
十
二
条
第
三

項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
、
使
途
の
指
定
さ
れ
た
受
取
寄
附
金
と
し
て
、
同
条
第
五
項
に
規

定
さ
れ
た
事
項
に
つ
き
、
法
令
上
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
「
公
益
法
人
会
計
基
準
（
内
閣
府
公
益

認
定
等
委
員
会
設
定
）
」
及
び
「
公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
寄
附
金
規
程
」
の
定
め
に
従
い
、

「
指
定
寄
附
金
」
と
し
て
厳
正
に
収
受
及
び
保
有
し
、
評
議
員
会
・
理
事
会
・
監
事
の
監
督
の
下
、
公

益
目
的
事
業
と
し
て
適
正
に
執
行
し
ま
す
。

決
算
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
情
報
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

※
注
一
の
「
特
定
公
益
増
進
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
寄
附
金
」
に
本
創
立
記
念

事
業
が
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て

第
一
の
事
業

著
作
権
の
護
持
と
聖
典
・
聖
経
の
刊
行

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
定
款
第
三
条
（
目
的
）
に
掲
げ
る
「
著
作
権
保
護
及
び
出
版
物
の
刊
行
普
及
等
」
及
び
同
定
款

第
四
条
（
事
業
）
第
一
項
第
二
号
（
精
神
文
化
振
興
事
業
）
イ
に
掲
げ
る
「
著
作
権
保
護
及
び
出
版
物
の
刊
行
普
及
等
を
行
う
」
に
該
当

す
る
、
当
公
益
財
団
法
人
の
主
た
る
業
務
で
す
。

第
二
の
事
業

「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
」
の
拡
大
充
実
と
真
理
の
燈
台
と
し
て
の
図
書
資
料
館
分
館
の
全
都

道
府
県
で
の
設
置

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
定
款
第
三
条
（
目
的
）
に
掲
げ
る
「
宗
教
教
聖
典
等
の
収
集
、
調
査
研
究
、
編
纂
、
保
存
、
公

開
、
各
国
語
翻
訳
、
著
作
権
保
護
及
び
出
版
物
の
刊
行
普
及
等
に
よ
り
、
国
際
相
互
理
解
の
促
進
、
信
教
の
自
由
の
尊
重
及
び
社
会
文
化

の
振
興
」
及
び
同
定
款
第
四
条
（
事
業
）
第
一
項
第
二
号
（
精
神
文
化
振
興
事
業
）
イ
に
掲
げ
る
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
（
図

書
館
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
館
で
あ
っ
て
、
特
に
世
界
各
国
の
宗
教
聖
典
を
主
と
す
る
図
書
資
料
の
収
集
、
整
理
、
編
纂
、

保
存
、
一
般
公
衆
へ
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
棟
に
資
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
図
書
資
料
の
う
ち
社
会
的
に
有
益
か
つ

可
能
な
著
作
物
に
つ
い
て
各
国
語
翻
訳
、
著
作
権
保
護
及
び
出
版
物
の
刊
行
普
及
等
を
行
う
施
設
）
の
設
置
運
営
事
業
」
に
該
当
す
る
、

当
公
益
財
団
法
人
の
主
た
る
業
務
で
す
。

第
三
の
事
業

日
本
一
の
児
童
養
護
施
設
生
長
の
家
神
の
国
寮
の
実
現
と
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
「
青
少
年
練
成
会
」

の
開
催

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
定
款
第
三
条
（
目
的
）
に
掲
げ
る
「
諸
種
の
社
会
事
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
要
保
護
児
童
の
収

容
及
び
生
活
指
導
並
び
に
宗
教
的
情
操
教
育
に
よ
る
児
童
の
育
成
そ
の
他
児
童
又
は
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
行
う
」
及
び
同
定
款
第
四

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
「
宗
教
的
情
操
教
育
に
よ
る
児
童
の
育
成
そ
の
他
児
童
又
は
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
」
に
該
当
す
る
、
当

公
益
財
団
法
人
の
主
た
る
業
務
で
す
。

第
四
の
事
業

尊
師
の
御
教
え
を
正
し
く
純
粋
に
学
び
伝
え
る
「
生
長
の
家
教
義
研
修
講
座
」
の
開
催
と
講
師
養
成

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
定
款
第
三
条
（
目
的
）
に
掲
げ
る
「
社
会
情
勢
の
変
遷
に
応
じ
て
社
会
の
福
利
を
図
る
た
め
の

文
化
科
学
的
研
究
の
振
興
普
及
に
寄
与
」
及
び
同
定
款
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
「
精
神
生
活
改
善
に
よ
る
、
よ
り
良
い
社
会

の
形
成
の
推
進
の
た
め
、
精
神
身
体
医
学
、
教
育
心
理
学
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
児
童
養
護
実
践
学
そ
の
他
の
文
化
科
学
的
研
究

の
振
興
・
普
及
の
た
め
の
研
究
会
、
講
演
会
、
座
談
会
の
開
催
及
び
後
援
、
講
師
の
養
成
」
に
該
当
す
る
、
当
公
益
財
団
法
人
の
主
た
る

業
務
で
す
。

第
五
の
事
業

谷
口
雅
春
先
生
の
正
し
い
み
教
え
を
伝
え
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
「
谷
口
雅
春
先
生

報
恩
・
全
国
練
成
道
場
」
の
創
建
及
び
将
来
の
「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
館
」
建
設
に
向
け
て

前
記
の
第
二
の
事
業
及
び
第
三
の
事
業
の
説
明
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。


